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本
文
の
要
旨

静
狩
湿
原
は
大
正
時
代
に
泥
炭
形
成
植
物
群
落
と

し
て
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
第
二
次
大
戦
後

の

日
本
の
産
業
経
済
振
興
の
流
れ
の
な
か
で
解
除
さ
れ

開
拓
さ
れ
た
。
半
世
紀
後
の
現
在
そ
の

一
部
は
未
だ

農
地
化
さ
れ
ず
泥
炭
地
形
成
植
物
群
落
の
様
相
を
と

ど
め
て
い
る
。湿
原
環
境
の
価
値
認
識
が
深
ま

っ
た

現
在
、
そ
の
地
の
保
存
の
可
能
性
を
求
め
て
、
湿
原

要
素
の
総
合
調
査
診
断
を
早
急
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

一
、
記
念
物
指
定
と
解
除

・
開
拓

J
R
室
蘭
本
線
の
長
万
部
か
ら
静
狩
に
か
け
て
の
沿
線

に
、
東
側

(海
側
)
に
海
岸
線
に
沿

っ
て
続
く
砂
丘
帯
、

西
側

(内
陸
側
)
に
は
奥
に
望
む
写
万
部
山
塊
裾
か
ら
海

岸
砂
丘
地
ま
で
広
が
る
、
静
狩
原
野
と
呼
ば
れ
る
平
地
が

あ
る
。
(車
窓
か
ら
の
視
界
は
針
葉
樹
の
防
風
砂
林
に
よ
っ

て
遮
ら
れ
、
原
野
の

一
望
は
で
き
な
い
が
)

こ
の
原
野
は
、
地
質
時
代
の
完
新
世
に
入
る
頃
か
ら
の

海
退
に
よ

っ
て
生
じ
た
低
地
で
、
こ
れ
に
後
背
山
地
か
ら

流
下
す
る
河
川
水
が
海
岸
に
で
き
た
砂
丘
帯
に
せ
き
止
あ

ら
れ
て
形
成
さ
れ
た
湿
地
原
野
で
あ
る
。

こ
の
地
域
の
表
層
は
湿
原
堆
積
物
で
あ
り
、
低
位
、
中

間
、
高
位
の
各
泥
炭
地
の
分
布
が
知
ら
れ
て
い
る

(地
質

図
、

一
九
八
三
、
地
質
調
査
所
)
。

こ
の
地
の
昭
和
初
期
の
状
況
に
つ
い
て

「長
万
部
村
郷

土
誌
」
(昭
和
十
年
代
初
)
の
な
か
で
は
、
「海
岸
に
沿
う

低
い
固
定
砂
丘
を
横
切
る
と
、
ま
ず
そ
こ
に
沼
沢
が
あ
る
。

こ
の
沼
は
植
物
学
上
極
め
て
興
味
深
い
も
の
で
、
内
に
幾

多
の
浮
島
が
あ
る
。
こ
の
沼
を
渡
る
と
広
い
泥
炭
地
に
入

る
こ
と
が
で
き
る
。
外
縁
は
現
在
放
牧
場
に
な
り
、
諸
所

に
ヤ
チ
ダ
モ
の
大
木
が
あ
る
。
そ
の
間
に
は
潅
木
が
集
ま
っ

て
生

え
、

草

む

ら
を

な

し

て

い
る
。

こ
の
草

原

を

過

ぎ

る

と
水

蘇

泥
炭

地

で
、

外

部

に

は

ヤ

チ

ス
ゲ
、

ミ
タ
ケ

ス
ゲ
、

ク

ロ

ハ
リ

イ
、

ワ
タ

ス
ゲ
、

ホ

ロ
ム
イ

ス
ゲ

な

ど

が

最

も

よ

く
繁

茂

し
、

そ

の
間

に

と

こ
ろ

ど

こ
ろ

に
ト

キ

ソ

ウ
、

コ
バ

ノ

ト

ン
ボ

ソ
ウ
、

コ

ア

ニ
チ

ド
リ
な

ど

可

憐

に
咲

い

て

い

て
、

蘭
科

植

物

を

さ

が

す

こ
と

が

で
き

る

。

そ

こ

に
は

ま

た
諸

所

に
水

蘇

が

群
生

し

、

多

く

の
泥
炭

地

植

物

を

蔵

し

て
い

る
。

ヨ

シ

の
茂

っ
て
い
る
所

も
多

く
、

こ
う

い
う

所

に
は

ミ

ツ
ガ

シ

ワ
が
多

く
、

湿

潤

地

で
は

足

が

沈

み

、

な

か

に
は

い
る

に
し

た

が

っ
て
深

く

な

り

、

体

を

ゆ

す

る

と

周

囲

ま

で
振

動

し

、

危

険

で
進

む

こ
と

が

で

き

な

く

な

る
。

乾

燥

時

は
草

原

状

に
な

っ
て

い
る

が

、

ひ

と

た

び

雨

が

降

る

と
全

部

沼

沢

に
化

し
、

こ
れ

ら

の
植

物

は
わ

ず

か

に
地
表

を
覆

っ
て

い
る

に
す
ぎ

な

い

の

で
、

こ

う

い
う

所

を

渡

る

の
は
危

険

で
あ

っ
て
里

人

も

は

い
ら

な

い
。

こ

の
よ

う

な

沼

沢

原

野

は

こ

の
地

域

の
諸

所

に
あ

り

十

数

町

歩

に
お

よ

ぶ

の
も

め

ず

ら

し

く
な

い
。

…

泥

炭

地

の
な

か

を

さ

ら

に
東

へ
進

む

と

、

水
蘇

の
生

育

が

最

も

い

い
所

が

あ

る

。
夏

そ

の

一
隅

に
立

つ
と
、

広

々
と

し

た

泥

炭

地

は
淡

紅

色

の
毛

饒

を
敷

い
た

よ

う

で
あ

る

。

…

モ

ウ

セ

ン
ゴ

ケ
も

近

く

か

ら
観

察

す

る

と
単

調

に
繁

殖

し

て

い

る

も

の

で
な

い
。

水

癬

群

落

を

覆

う

モ
ウ

セ

ン
ゴ

ケ
群

落

に

は
高

低

が

あ

り
、

大

小

の
差

異

と

と
も

に
千

差

万

別

の

状

を

な

し

て

い
る
。

…

モ

ウ

セ

ン
ゴ

ケ
群

落

内

に
著

し

い

も

の
と

し

て

ヤ
チ

ス
ギ

ラ

ン

の
よ

う

な
石

松

類

が

あ

る

。

サ

ワ
ラ

ン
、

コ
ア

ニ
チ

ド

リ

、

ト
キ

ソ
ウ
な

ど

の
美

し

い

蘭

科

植

物

も

あ

る
。

ま

た

ホ

ロ
ム
イ

イ

チ
ゴ

は
白

い

バ

ラ

状

の
花

を

咲

か

せ
、

ガ

ン

コ
ウ

ラ

ン
、

ツ
ル

コ
ケ

モ

モ

の

よ
う

な

泥

炭

地

特
有

の
植

物

も

多

く

、

そ

の
他

ヤ

マ
ド

リ

ゼ

ン

マ
イ

の
よ

う

な

羊
歯

類

も

イ

ヌ

ツ
ゲ
、

ホ

ロ
ム
イ

ツ

ツ
ジ

、

ヤ

チ

ヤ

ナ
ギ

な

ど

の
潅

木

と

と
も

に
点

在

し

、

こ

れ

ら

の
緑

が

モ

ウ

セ

ン
ゴ

ケ

の
淡

紅

に
調

和

し

、

他

に
求
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め
る
こ
と
の
で
き
な
い
景
観
を
呈
し
て
い
る
。
」
と
あ
り
、

当
時

こ
の
原
野
は
、
渡
島
地
域
と
し
て
は
規
模

の
大
き
い

高
層
湿
原
地
域

で
あ

っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
地
の
泥
炭
地
植
生
は
、
学
術
上

の
貴
重

さ
か
ら
保

存
の
対
象
と
な
り
、
泥
炭
地
域
の
約
五
十
%
の
面
積
が

一

九
二
二
年

(大
正
十

一
年
)
に
天
然
記
念
物

の
指
定
を
受

け
た
が
、
そ
の
後
、
時

の
変
遷
の
な
か
で
昭
和

二
十
年
代

半
ば
に
指
定
が
解
除
さ
れ
、
開
拓
の
手
が
入

り
農
地
化
が

図
ら
れ
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

天
然
記
念
物
指
定

の
名
称
、
期
日
、
面
積
等

に
つ
い
て

は
、
「
北
海
道
の
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
」
(
一
九
四
九
北

海
道
教
育
委
員
会
編
)
に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い

る
。

「静
狩
泥
炭
形
成
植
物
群
落
」

大
正
十

一
年
十
月
十
二
日

文
部
大
臣
指
定

所

在

地

北
海
道
山
越
郡
長
万
部
町
字
静
狩

指
定
区
域

三
百
九
十
七
町
二
段
二
十

一
歩
七
合

管

理

者

北
海
道
教
育
委
員
会

尚
、
こ
の
指
定
期
日
は
霧
多
布
泥
炭
形
成
植
物
群
落
、

ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ
及
び
ア
オ
ト
ド
マ
ツ
自
生
地

(江
差
町
)

の
天
然
記
念
物
指
定
と
同
期
日
で
あ
る
。
し
か
し
長
万
部

町
史

(
一
九
七
七
)
に
は
大
正
十
三
年
と
あ

り
、
そ
の
事

由

の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。

次

い
で
、
こ
の
地
の
指
定
解
除
と
開
発
に

つ
い
て
、
長

万
部
町
史

(
一
九
七
七
)
で
は
、
昭
和
二
十
五
年

一
月
に

町
長
が
上
京
し
原
野
開
発
の
具
体
化
の
た
め
各
関
係
機
関

と
折
衝
、
同
年
四
月
地
元
で
開
発
期
成
同
盟
会
を
組
織
、

七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
農
林
省
、
道
庁
、
支
庁
の
関
係

者

の
現
地
調
査
、
開
拓
道
路
や
農
道
の
位
置
選
定
の
測
量

と
経
費
算
定
、
な
ど
を
経
て
開
拓
建
設
工
事

は
昭
和
二
十

六
年
着
工
に
決
定
、
昭
和
二
十
六
年
五
月
二
十

一
日
に
起

工
式
、
昭
和
二
十
九
年
十
月
二
十
六
日
に
竣
工
式
を
行

っ

た
と
あ
り
、
開
発
経
過
は
克
明
だ
が

「記
念
物
指
定
や
解

除
に
つ
い
て
の
詳
し
い
公
的
文
書
は
町
に
保
存
さ
れ
て
い

な
い
」
と
し
て
、
解
除
に
あ
た
っ
て
の
経
過
と
そ
の
期
日

等
は
町
史
か
ら
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。

た
だ
地
元
の
開
発
機
運
が
具
体
化
し
て
い
た
昭
和
二
十

五
年
四
月
十
六
日
、
当
時
北
大
教
授
の
舘
脇
操
先
生
が
道

教
委
職
員
と
現
地
を
訪
れ
て
い
る
。

そ
の
際
の
先
生
の
意
向
と
し
て
、
コ

度

に
解
放
す
る

こ
と
は
困
難

で
あ
る
が
、
最
小
限
度
必
要
な
面
積
を
考
慮

す
る
。」
「七
月
上
旬
に
再
調
査
す
る
。
」

と
の
こ
と
が
伝

え
ら
れ
た
と
い
う
が
、
以
降
に
再
調
査
が
な
さ
れ
た
と
い

う
記
録
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

当
時
の
国
土
開
発
に
関
る
公
機
関
の
姿
勢
か
ら
、
こ
の

時
が
開
発
を
前
提
に
し
た
管
理
者
の
形
式
的
な
調
査
視
察

で
あ

っ
た
と
も
憶
測
さ
れ
る
。

そ
れ
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
、
舘
脇
先
生
の
調
査
来

訪
の

一
ヶ
月
後
の
五
月
半
ば
に
道
庁
に
よ
る
予
備
調
査
、

六
月
に
土
壌
調
査
、
地
形
測
量
、
経
済
調
査
等
が
行
わ
れ

て
い
て
、
指
定
天
然
記
念
物
に
つ
い
て
、
そ
の
維
持
保
存

に
関
る
十
分
な
審
議
の
間
を
お
く
こ
と
な
く
、
開
発
を
優

先
促
進
さ
せ
た
歩
み
が
み
ら
れ
て
い
る
。

町
史
の
こ
の
項
の
著
者
は
、
「
泥
炭
植
物

の
景
観

で
語

ら
れ
た
土
地
の
上
で
行
わ
れ
た
こ
れ
ら
の
調
査

(六
月
以

降
の
調
査
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
)
は
、
自
然
を
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
自
然
に
人
工
を
加

え
て
別
の
状
態
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

戦
争
で
領
土
を
失

っ
た
日
本
に
と

っ
て
、
食
料
増
産
や

失
業
人
口
の
収
容
は
、
さ
し
あ
た
り
対
処
を
必
要
と
す
る

問
題
で
あ

っ
た
。

一
部
の
研
究
者
や
観
光
の
た
め
の
自
然
を
保
存
す
る
こ

と
よ
り
、
国
費
を
投
入
し
て
で
も
開
拓
事
業
の
実
施
を
選

ぶ
の
が
国
策
で
あ
り
、
住
民
の
志
向
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ

た
。
静
狩
原
野
の
開
拓
は
こ
の
時
期
を
外
し
て
い
れ
ば
、

再
び
機
会
が
め
ぐ

っ
て
こ
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。」
と
記
し
て
い
る
。

開
拓
の
概
要
は
、
対
象
面
積
約

一
、
九
四
十
㎏
、
排
水

路
十
三
本
延
長
約
十
七
㎞
、
開
拓
道
路
延
長
約
七

・
四
㎞
、

農
道
十
五
本
延
長
約
二
十
四
㎞
で
、
工
期
は
昭
和
二
十
六

年
五
月
の
着
工
か
ら
昭
和
二
十
九
年
十
月
の
竣
工
ま
で
の

三
年
数

ヶ
月
で
あ

っ
た
。

入
植
は
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
に
受
付
け
を
始
め
、
工

事
の
完
了
時
期
ま
で
に

一
二

一
戸
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
静
狩
原
野
内

の
天
然
記
念
物
地
域
は
、

「湿
原
地
は
生
産
に
結
び

つ
か
な
い
荒
地
で
あ
り
、
開
拓

す
べ
き
は
当
然
」
と
い
う
半
世
紀
前
の

一
般
認
識
の
な
か

で
、
敗
戦
後
の
国
情
と
そ
れ
に
対
処
す
る
国
と
地
方
自
治

体
の
対
応
策
、
更
に
地
域
民
の
志
向
等
に
よ
り
、
そ
の
地

が
も

つ
学
術
価
値
よ
り
も
開
発
に
よ
る
産
業

・
経
済
の
効

果
を
期
待
し
た
事
業
の
な
か
で
消
去
さ
れ
て
い
っ
た
。

今
車
窓
か
ら
防
風
林
の
間
を
ぬ

っ
て
望
ま
れ
る
原
野
の

光
景
は
、
広
々
と
し
た
平
原
の
な
か
に
牧
舎
と
そ
れ
を
囲

む
放
牧
地
や
牧
草
地
、
畑
作
地
な
ど
が
目
に
映
り
、

一
見

す
る
と
こ
ろ
開
拓
が
成
功
し
、
原
野
が
農
耕
や
牧
畜
の
良

好
地

へ
と
改
良
さ
れ
た
地
域
と
し
て
目
に
入
る
。

し
か
し
、
海
抜
五

m
程
の
低
地
が
あ
り
、
ま
た
向
背
山

地
か
ら
の
流
入
水
が
多
い
こ
の
原
野
の
排
水
は
容
易
で
な

く
、
そ
の
後
の
排
水
と
土
地
改
良

の
施
業
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
五
十
年
を
経
た
現
在
、
入
植
者
が
農
業
地
と
し
て
の

採
算
に
見
切
り
を

つ
け
て
放
置
状

に
あ
る
地
、
ま
た
離
農

に
よ
り
農
地
化
が
中
断
放
置
さ
れ
た
地
な
ど
も
多
く
見
ら

れ
て
い
る
。

そ
の
な
か
に
は
、
排
水
に
よ
る
水
位
低
下
で
乾
燥
が
進

み
周
辺
に
ス
ス
キ
や
サ
サ
の
侵
入
が
あ
る
も
の
の
、
谷
地

坊
主
や
地
塘
の
姿
が
あ
り
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
、

ワ
タ
ス
ゲ
、
モ
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ウ
セ
ン
ゴ
ケ
、
ミ
ツ
バ
オ
ウ
レ
ン
、

ツ
ル
コ
ケ
モ
モ
、
ミ

ツ
ガ
シ
ワ
な
ど
の
生
育
も
み
ら
れ
、
か

っ
て
の
泥
炭
地
植

生

の
片
鱗
を
止
め
る
地
も
残
さ
れ
て
い
る
。

近
年
、
湿
原
が
も

つ
生
物
環
境
、
水
環
境
、
気
候
環
境

な
ど
の
面
で
の
価
値
認
識
が
深
ま
る
な
か
、
小
規
模
な
が

ら
残
存
す
る
静
狩
湿
原
の
保
存
に
関
心
を
寄
せ
る
声
も
聞

か
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

二
、
湿
原
地
の
よ
う
す

(植
生
の
概
略
)

今
年

(
一
九
九
九
年
)
九
月
七
日
、
開
拓
原
野
に
残
る

こ
の
湿
原
地
域
を
訪
れ
た
が
、
そ
の
際
に
み
た
植
生

の
概

況
は
次
の
よ
う
で
あ

っ
た
。

現
在
、
湿
原
植
生
が
残
存
す
る
地
は
写
万
部
山
塊
東
端

の
オ
モ
タ
イ
山

の
麓
、
開
拓
十
号
と
十
三
号
農
道
の
間
に

あ

っ
て
、
部
分
的

に
耕
作
地
も
存
在
す
る
が
全
体
と
し
て

ヨ
シ
と
ス
ス
キ
が
優
占
す
る
湿
地
原
野
の
景
観
を
呈
し
て

い
る
。

そ
の
中
で
も
、
十

一
号
農
道
と
十
二
号
農
道
に
挟
ま
れ
、

四
方
を
排
水
溝
に
囲
ま
れ
た
約
十
八
㎞

(三
〇
〇

m
×
六

〇
〇

m
)

の
区
画
地
に
は
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
を
基
盤
と
し
た
湿

原
植
生
が
残
さ
れ
て
い
て
、
大
小
の
地
塘
が
散
在
し
谷
地

坊
主

の
形
成
も
み
ら
れ
て
い
る
。

地
塘
と
そ
の
周
縁
で
は
挺
水
状
に
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
、
カ
キ

ツ
バ
タ
、
浮
葉
状
に
オ
ヒ
ル
ム
シ
ロ
、
ヒ
ツ
ジ
グ
サ
、
ネ

ム
ロ
コ
ウ
ホ
ネ
、
水
辺
の
ミ
ズ
ゴ
ケ
密
集
地
に
は
ツ
ル
コ

ケ
モ
モ
、

コ
ケ
モ
モ
、
ミ
ツ
バ
オ
ウ
レ
ン
、
モ
ウ
セ
ン
ゴ

ケ
、
ヤ
チ
ス
ギ
ラ
ン
、
さ
ら
に
水
辺
か
ら
後
退
し
た
地
に

は
ワ
タ
ス
ゲ
、
サ
ワ
ラ
ン
、
ト
キ
ソ
ウ
、
ア
ギ

ス
ミ
レ
な

ど
の
生
育
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
散
在
す
る
地
塘
の
な
か

に
は
融
雪
期
や
降
雨
量
の
多
い
時
期
に
は
水
溜

り
と
な
る

が
、
降
水
の
少
な
い
時
期
に
は
溜
り
が
な
く
な

る
も
の
も

あ
る
こ
と
が
、
水
の
溜
り
の
な
い
窪
地
に
ミ

ツ
ガ
シ
ワ
や

ミ
ズ
ゴ
ケ
が
生
育
不
良

の
姿
で
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
推
察

で
き
る
。
幾

つ
か
の
地
塘
に
み
ら
れ
る
こ
の
状
況
は
、
排

水
に
よ
る
水
位
低
下
が
起
因
と
も
考
え
ら
れ
る
。

地
塘
を

つ
つ
む
草
原
地

で
は
、
特
に
周
辺
部

で
排
水
に

よ
る
乾
燥
化
に
と
も
な
い
湿
原
植
生
か
ら
高
茎
草
本
と
低

木
か
ら
な
る
植
生

へ
の
移
行
の
過
程
が
認
め
ら
れ
る
が
、

広
い
範
囲
に
均

一
な
密
度
で
存
在
し
て
い
る
ヤ
チ
ヤ
ナ
ギ

と

ハ
イ
イ
ヌ
ツ
ゲ
の
湿
地
性
低
木
叢
、
そ
の
な
か
に
部
分

的

に
混
じ
る
イ
ソ
ツ
ツ
ジ
の
群
叢
、
そ
れ
ら
の
下
層
に
散

生
し
て
い
る
ヒ
メ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、

コ
ケ
モ
モ
、
ま
た
草
本

と
し
て
は
全
域

に
サ
ワ
ギ
キ

ョ
ウ
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
、
タ

チ
ギ
ボ
ウ
シ
、

エ
ゾ
カ
ン
ゾ
ウ
、

ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
、

ワ

タ
ス
ゲ
、
ホ

ロ
ム
イ
ス
ゲ
や
ヤ
マ
ド
リ
ゼ
ン
マ
イ
な
ど
が

み
ら
れ
て
い
て
、
か

っ
て
の
湿
原
植
生
の
姿
を
と
ど
め
て

い
る
。

し
か
し
、
乾
燥
と
腐
葉
土
の
堆
積
が
進
ん
だ
地
を
選
ん

で
、
周
辺
と
く
に
山
側

(東
側
)
か
ら
木
本
類
と
サ
サ
が

粗
な
が
ら
生
育
域
を
広
げ

つ
つ
あ

っ
て
、
ヤ
マ
ウ
ル
シ
、

ノ
リ
ウ
ツ
ギ
、
ミ
ツ
バ
ウ
ツ
ギ
、

ハ
ン
ノ
キ
、
ヤ

マ
ハ
ン

ノ
キ
、
シ
ラ
カ
バ
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
な
ど
が

一
～
数

m
の
樹

高
で
矯
生
状
を
呈
し
て
散
生
し
、
更
に
乾
燥
が
進
ん
だ
地

に
は
ノ
イ
バ
ラ
、
タ

ニ
ウ
ツ
ギ
、
ヤ

マ
ハ
ギ
、
イ
ヌ
コ
リ

ヤ
ナ
ギ
、
キ
ッ
ネ
ヤ
ナ
ギ
な
ど
の
低
木
や

エ
ゾ

ニ
ュ
ウ
、

オ
オ
イ
タ
ド
リ
、

マ
ル
バ
ト
ウ
ヒ
レ
ン
、
ス
ス
キ
な
ど
の

高
茎
草
本
が
、
ま
た
そ
の
中
で
も
比
較
的
湿
潤
な
地

で
は

ヨ
シ
、
ア
ブ
ラ
ガ
ヤ
な
ど
の
高
茎
草
本
が
旺
盛
に
生
育
す

る
の
が
み
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
植
生
の
現
状
況
は
、
こ
の
区
画
も
徐
々
に
水
位
の

低
下
が
進
行
し
周
縁
部
か
ら
乾
燥
に
よ
る
草
本

・
低
木
群

叢
化
が
進
み
、
将
来
的
に
こ
の
地
の
湿
原
植
生
も
姿
を
消

失
さ
せ
る
こ
と
を
予
測
さ
せ
て
い
る
。

一
九
八
九
年

(平
成
元
年
)
七
月
に
こ
の
地
を
訪
れ
た

際

に
は
、
農
道
と
排
水
溝
を
挟
ん
で
東
側

(内
陸
側
)
に

隣
接
す
る
区
画
地
も
地
塘
や
谷
地
坊
主
が
あ
り
湿
原
植
生

が
み
ら
れ
る
地

で
あ

っ
た
が
、
現
在
、
周
縁
に
オ
オ
イ
タ

ド
リ
が
繁
茂
し
中
央
部
は
ヨ
シ
原
、
や
や
乾
燥
し
た
地
は

ス
ス
キ
原
と
な

っ
て
大
き
く
変
貌
し
て
い
た
。

そ
の
地
は
、
現
在
ま
だ
湿
原
植
生
を
残
す
地
か
ら
み
て

や
や
地
標
高
が
高
く
、
排
水
効
果
の
大
き
い
地
で
あ
る
た

め
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
水
位
低
下
の
進
行
程
度
に
時
間

的
な
差

こ
そ
あ
れ
、
今
ま
だ
湿
原
植
生
を
保

つ
地
域
の
将

来
姿
を
現
実

の
も
の
と
し
て
み
せ
て
い
る
。

三
、
保
存
に
関
る
課
題

近
年
、
湿
原
環
境
の
も

つ
要
素
や
機
能
が
多
面
に
お
い

て
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
の
認
識
が
高
ま
り
、
小
規
模
な

が
ら
現
存
す
る
こ
の
湿
原
地
域
の
保
護
存
続
を
望
む
人
々

も
多
く
な

っ
て
い
る
。

し
か
し
、

こ
の
湿
原
地
の
保
存

に
む
け
て
は
、
こ
の
地

の
実
状

・
現
状
か
ら
次
の
基
本
的
な
課
題
に
つ
い
て
検
討

が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

(
一
)
、
対
象
地
は
開
拓
地
内
の

一
も
し
く
は
数
区
画

で

あ
り
、
ま
た
個
人
に
分
筆
さ
れ
た
地
所
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
公
共
地

(
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
地
)

へ
の
変
更
処
置
に
可
能
性
が
あ
る
か
。

(地
権

に
関
る
問
題
解
決

の
可
能
性
の
是
非
)

(二
)
、
生
育
種
や
植
生
概
観
は
高
層
湿
原
の
様
相
を
現

存
さ
せ
て
い
る
が
、
排
水
に
よ
る
水
位
低
下
で
乾

燥
方
向

に
植
生
遷
移
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
か
ら
の
保
存
処
置

で
、
回
復
、
現
状
維
持
も

し
く
は
延
命
の
可
能
性
が
あ
る
か
。

(
一
)

に
つ
い
て
は
、
対
象
地
及
び
そ
の
周
辺
地
の
所

有
者

の
確
認
と
所
有
者
個
々
の
意
向
な
ど
の
掌
握
が
必
要

で
あ
り
、

こ
れ
に
は
地
域
行
政
機
関

(長
万
部
町
)
の
協

26



力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
(二
)
の
こ
と

に
は
、
対
象
地
の

現
況
に
つ
い
て
の
関
係
分
野
の
専
門
家

(研
究
者
)
に
よ

る
綿
密
な
総
合
診
断
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た

(
一
)
と

(
二
)
の
結
果
で
保
存
の
可
能
性
が
み

え
た
場
合
、
そ
の
旦
ハ体
化
に
む
け
て
の
土
地
取
得
対
策
、

保
存

へ
の
諸
企
画
と
施
業
、
そ
の
後
の
維
持
管
理

(含
活

用
)、
更
に
そ
の
全
て
に
関
る
予
算
処
置
等

に
つ
い
て
、

関
係
す
る
公
機
関

(国
、
道
、
長
万
部
町
)

の
対
処
に
大

き
く
期
待
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
を
考
え
る
と
き
、
こ
の
地
の
保
護
保
存
に
つ
い

て
、
即
実
現

へ
と
進
む
こ
と
に
は
難
点
が
多

い
。

し
か
し
、
現
存
す
る
地
は
以
前
よ
り
縮
小
し
た
と
は
い

え
、
道
南
と
し
て
は
広
面
積
規
模
で
あ
る
。
ま
た
詳
細
な

資
料
は
今
手
元

に
な

い
が
目
さ
れ
る
鳥
類

や
節
足
動
物

(特
に
昆
虫
類
)
に
は
、
道
南
と
し
て
こ
の
湿
原
と
密
接

な
関
連
を
も

つ
と
考
え
ら
れ
る
種
も
あ
る
と
聞
く
こ
と
か

ら
、
生
物
相
要
素
か
ら
み
た
と
き
こ
の
湿
原

の
存
在
は
意

義
深
い
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
湿
原
地
の
も

つ
湿
原
環
境

と
そ
の
要
素
に
つ
い
て
の
現
状
調
査
と
そ
の
総
合
診
断
を

早
い
時
期
に
実
施
し
、
保
護
保
存
の
意
義
と
可
能
性
が
認

め
ら
れ
た
場
A
口
に
は
、
刻
々
と
湿
原
環
境
要
素
の
消
失
が

進
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
に
対
策
手
後

れ
の
評
を
残

す
こ
と
な
く
、
敏
速

に
且

つ
適
切
な
保
存
対
策
を
関
係
機

関
に
求
め
る
べ
き
地
域

で
あ
る
と
考
え
る
。

今
年
九
月

の
湿
原
訪
問
の
折
り
に
は
、
こ
の
地
の
高
校

に
赴
任
以
来

こ
の
湿
原

に
強
く
魅
せ
ら
れ
て
退
職
後
も
こ

の
町
に
居
を
置
き
、
数
十
年
に
わ
た

っ
て
湿
原
の
移
り
変

り
に
触
れ
て
、
貴
重
な
研
究
資
料
を
蓄
積
さ
れ
て
き
た
薩

川
益
明
氏
に
ご
案
内
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

薩
川
氏

に
は

「
オ
シ
ャ
マ
ン
ベ
花
散
歩
」

(
一
九
八
五

長
万
部
文
化
協
会
)
の
著
書
も
あ
り
、
地
域

の
自
然
に
つ

い
て
造
詣
の
深
い
方

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
湿
原
に
つ

い
て
も
多
く
の
知
識
を
拝
受
し
、
ま
た
貴
重
な
ご
意
見
も

拝
聴
で
き
た
。
そ
の
中

で
、

こ
の
湿
原
に
つ
い
て
の
総
A
口

的
調
査
の
必
要
性
を
強
調
し
、
実
施
の
要
望
が
あ

っ
た
。

「現
状
に
つ
い
て
の
資
料
は
、
湿
原
が
仮
に
消
失
の
運

命
に
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
残
さ
れ
た
記
録
は

貴
重
な
財
産

(遺
産
)
の
記
録
で
あ
る
」
と
。

訪
れ
た
湿
原
地
内
に
は
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
や
湿
原
植
物

の
堀

跡
が
、
新
旧
混
じ

っ
て
各
所
に
み
ら
れ
た
。
薩
川
氏

に
よ

る
と
花
の
季
節

に
は
訪
問
客
が
多
く
、
集
団
の
と
き
は
そ

の
踏
み

つ
け
に
よ
る
被
害
も
大
き
い
と
い
う
。

尚
、

こ
の
地
域
は
第
三
回
自
然
環
境
保
全
基
礎
調
査
結

果
、
特
定
植
物
群
落
と
指
定
さ
れ
て
い
る
。

(対
象
番
号
二
〇
五
、
面
積

一
〇
〇
㎞
、
基
準
D

・
H
)
、

保
護
保
全
地
と
す

べ
き
か
否
か
の
診
断
を
急
ぐ
べ
き
地
域

で
あ
る
。

主
な
る
参
考

・
引
用
の
資
料

北
海
道
の
史
跡
名
称
天
然
記
念
物

(
一
九
四
九
)

北
海
道
教
育
委
員
会
編

長
万
部
町
史

(
一
九
七
七
)

長
万
部
町

新
北
海
道
史
年
表

(
一
九
九
二
)

編
纂
北
海
道

生
態
学
か
ら
み
た
北
海
道

(
一
九
九
三
)

東

正
剛

・
辻
井
達

一
編

長
万
部
地
域
の
地
質

(
一
九
八
三
)

地
質
調
査
所

現
存
植
生
図

・
長
万
部

(
一
九
八

一
)

環
境
庁

特
定
植
物
群
落
調
査
報
告
書

(
一
九
八
八
)

環
境
庁

湿原草地、手前周縁部は高茎草本が優占99年9月写真1
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写真2地 塘の一っ99年9月

写真3地 塘の水岸、 ヒッジグサが咲いていた99年9月

写 真4谷 地 坊 主 、 ミズ ゴ ケ塊 の 上 に ヤチ ヤ ナ ギ や ハ

イ イ ヌ ツゲ の稚 樹 、 ミッバ オ ウ レ ン、 ッル コ

ケ モ モ な どが み られ る99年9月
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写 真5ヤ チ ス ギ ラ ン99年9月

写真6乾 燥が進む地塘にヨシが侵入99年9月

写真7付 近の離農放置状の区画に立っ看板99年9月
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写 真8ヤ チ ヤ ナ ギ ・ハ イ イ ヌ ッゲ叢(手 前)89年7月

写 真9ア ギ ス ミレ(中 央)89年7月

写真10 サ ワ ラ ン(中 央)、 盗 掘 が 多 く

減 少 して い た89年7月
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